
7月の 行事予定 

日 曜   行事 きらり 

1 金 リズム B おおきくなったかな  

２ 土   

３ 日   

４ 月 ファミリーデー 太極拳  

５ 火  バス散歩（ガーデンパーク）集金締切日 出張ひろば 

６ 水  バス散歩（ガーデンパーク） カンガルータイム 

７ 木 リズム A ちいさなおなべの会  

８ 金 リズム B  弘子さんの知恵袋 

９ 土   

10 日   

11 月  妊婦支援 

12 火 バス散歩（うさぎ山） 出張ひろば 

13 水   

14 木 リズムＡ どんぐりグループ 

15 金 リズムＢ きらり講座 

16 土   

17 日   

18 月 海の日  

19 火 バス散歩（二俣川） 出張ひろば 

20 水 バス散歩（二俣川） はますくファイル 

21      木 リズムＡ   

22 金 リズムＢ  

23 土   

24 日   

25 月  長期休暇 妊婦支援 

26 火 バス散歩（佐鳴湖公園） 絵手紙  

27 水 バス散歩（美薗中央公園）  

28 木 リズムＡ お茶会  どんぐりグループ 

29 金 リズムＢ 誕生会  

30 土   

31 日   
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令和 4年度テーマ 

 

      8月の予定 

12日（金）～17日（水） 夏季保育 

26日（金）        誕生会 

6月～9月はお弁当の日はありません。 

 

 

 

 

 共生への大きな一歩 
～ワクワクドキドキの日々を創造とチャレンジで～ 

 

子どもたちに作る楽しさ、食べる喜びを感じてほしいと、再び動

き出した畑仕事。5月中旬子どもたちと一緒に植えた夏野菜、夕方

になると「水あげに行こう」と子どもたち自ら野菜の世話に出かけ

ます。べーなすを見て、「私の手みたい」と手をグーにして成長を

喜ぶ姿、「ぼくも水やりやりたい」と言う小さい子のサポートをし

てくれる大きい子。子どもたちの愛情をいっぱいもらった夏野菜た

ちが色鮮やかに成長しています。園に戻れば、獲れたて野菜で即席

パーティーの開催です。野菜嫌いのあの子もこの子も、自分で育て

た野菜は躊躇なくパクリ。 

夏のエネルギーが子どもたちを成長させてくれます。 彩乃 

 夏季保育について 

年間計画でお知らせしているとおり、8

月 12日（金）～1７日（水）は、夏季保育

です。なるべくお休みを合わせていただき、

ご家庭で過ごす時間を作っていただけるよ

うお願いいたします。 

なお、本年度も夏季保育は中央ながかみ保

育園との合同保育となります。 

8月 12日（金）15日（月）中央ながかみ 

8 月 16 日（火）17 日（水）ながかみで保

育を行います。送迎場所が変わりますので、

ご注意ください。 

 
コロナ対策で着用を義務付けていたマス

クですが、熱中症及び脱水症予防のため戸

外では保育士のマスク着用を緩和させて

いただきます。 

進級して 3ヶ月 

2歳児れもんさんも、小さな身体に大きな

リュックを背負って、駐車場からお母さん

と手をつないで歩いてくる姿に成長を感

じます。「できることは自分でやる」をモ

ットーに歩く、食べる、寝る、着るなど、

子どもたちの小さな挑戦を応援していき

たいと思います。 

ご家庭でもご協力をお願いします。 

入職・退職 

子育て支援広場 鈴木 ちえみが退職し

ます。 

 

インターネット写真販売 

4 月～5 月が 4日（月）で締め切りとなり

ます。新緑の中で輝く子どもたちの素敵な

写真がいっぱいです。一度ご覧ください。 

 

雨という雨のないまま梅雨明けとなり、電力不足が

騒がれています。一気に夏日となり、水遊びのシーズ

ンがやってきました。プールのない 3 年目の夏となり

ますが、子どもたちはなんのその！登園するとすぐさ

ま水着に着替え、ビニール袋に新しい服、タオル、サ

ンダルを入れた袋をめいめいに持ち、階段を降りて来

ます。ビニール袋を所定の場所に置くと、目指す行先

は分園舎東側の泥場です。昨年の秋に泥土を 3 トン車

に 2 台分入れた大きな泥場では、全身ドロドロになり

ながら、夢中になって遊ぶ子どもたちの姿があります。

スロープをすべる爽快感やどろどろの感触は、なんと

も言いようのない快感で、体験しないとわかりません。 

私も幼いころ、田植えの時期になると田んぼに入り、

走り、転げまわり、泥まみれになった感触は、今でも

忘れることのできない良き思い出です。 

最近は、服が汚れる、洗濯が大変、不衛生と、様々な

理由づけにより、泥遊びはめっきりと息をひそめてい

ます。確かに、後始末の大変さと衛生面からも敬遠し

たくなる遊びではありますが、世の中が清潔になって

いく一方で、新しい病気は多くなっています。 

幼いうちに免疫力を高め、雑菌に負けない身体が必要

です。泥遊びが最善とは言えませんが、そんな力にな

ってくれることを願いつつ、顔中泥まみれになり、夢

中に遊ぶ子どもたちの姿に重ね合わせています。 

素敵な水着、新しく買い替えたばかりの水着がドロ

ドロになり、洗濯しても落ちない現実に「ガックリ！」

します。申し訳ありませんと胸が痛みますが、子ども

たちの何ものにも代えがたい体験を、応援してほしい

と願うばかりです。 

自分で水を運ぶ力、遠くへ飛ばす力、工夫しながら

友だちと遊びを作り出す力、すべてに自身で考え、行

動することが基本となる水遊びは、年齢に関係なくス

タッフも一緒に濡れネズミになり、午前中の 3～4 時

間を過ごします。 

保育での洋服や水着は、高価なものを避けて頂ける

と幸いです。色水、水鉄砲、シャボン玉、ウォーター

スライダーと、まだまだ水遊びのピークはこれからで

す。毎日のお洗濯のご協力をお願い致します。 

また、荷物には名前の記入を忘れないように！ 

弘子 

水に挑み、水とたわむれて！ 



 

 


